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１総合計画とは

(2)  計画期間

日立市のまちづくりの「基本理念」と
「将来都市像」などを定め、それを実
現するための施策の大綱（基本的方
向）を示すもの

(1)  総合計画の構成

基本構想（令和４年度～令和13年度 10年間）

背景

基本構想

前期基本計画
（令和４年度～令和８年度 ５年間）

後期基本計画
（令和９年度～令和13年度 ５年間）

基本計画

基本構想で定めた施策の大綱に基づ
き、中長期的な施策や事業を体系的
に定めるもの
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2 総合計画（基本構想・基本計画）の策定経過

令和9年3月令和4年3月平成29年3月平成24年3月平成18年3月平成13年2月平成９年３月

計画の名称 日立市基本構

想基本計画

(前期)

日立市基本計

画(中期)

日立市基本計

画(後期)

日立市総合計

画(基本構

想・基本計

画)

日立市総合計

画(後期基本

計画)

日立市総合計

画(基本構

想・基本計

画)

日立市総合計

画(後期基本

計画)

計画期間
基本構想
平成9～

23年度
前期基本計画
平成9～

13年度

平成13～
17年度

(1年前倒し
作成)

平成18～
22年度

基本構想
平成24～

令和3年度
前期基本計画
平成24～

28年度

平成29～
令和3年度

基本構想
令和４～

13年度
前期基本計画
令和４～

８年度

後期基本計画
令和９～

13年度

策定時の

市長

飯山 利雄

（２期目）

樫村 千秋 樫村 千秋

（２期目）

吉成 明 小川 春樹 小川 春樹

（２期目）

小川 春樹

（３期目）

基本構想 基本構想 基本構想

今回

策定年月

Arriving soon...

2



3 現在の「基本構想」の概要①

本計画では、新型コロナウイルス感染症の影響等により世界レベルで社会経済情勢の不確実性が
高まる中、また、市民のライフスタイルや価値観の多様化に伴い、人と人、人と地域の関係性の
希薄化が叫ばれる中にあっても、全ての人が、共助の精神を持って、安心して生き生きと暮らせ
るまちの実現を目指し、次の３つの理念を設定します。

(1) まちづくりの基本理念

本市を取り巻く社会経済情勢が急

速な動きを見せる中、進取の気性

をもって、積極的に新たな産業の

振興やにぎわいの創出に取り組む

ことにより、まちの活力を育み、

誰もが生きがいを持ち、生涯にわ

たって、あらゆることにチャレン

ジし続けることができるまちづく

りを進めます。

安心とやさしさにあふれるまち

市民一人一人が、思いやりを持ち、

互いに寄り添い、安全に、そして

安心して快適に暮らせるよう、人

にやさしく、豊かな包容力で包み

込み、住みたい人を受け入れ、誰

もが住み続けたいと思えるまちづ

くりを進めます。

活力とチャレンジにあふれるまち 「ひたちらしさ」があふれるまち

豊かな自然環境や災害が少なく温

暖な気候、多様な地域資源など、

本市が有する他にはない恵まれた

「強み」をいかし、「ひたちらし

さ」を磨き育み、新たな価値を生

み出しながら、このふるさと「ひ

たち」を誇りに思えるよう、総合

力を備えた唯一無二のまちづくり

を進めます。
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3 現在の「基本構想」の概要②

(3)  将来人口の想定

今後も持続可能なまちとして発展し続けるためには、これまでのまちづくりの方向性に新たな視点を加えながら、
更に発展・継承していく必要があります。そのため、目指すべき将来都市像を次のように定めます。

(2)  将来都市像

共創で新たな歴史を刻む 次世代型みらい都市 ひたち
～人づくり・まちづくり・そしてみんなの幸せづくり～

人口減少・少子高齢化、新型コロナウイルス感染症の影響など、様々な課題に直面する中にあっても、本市まちづくりの歴史的
な気風である市民・企業・行政が共に手を携え、「地域共創」の精神を更に前面に出し、持てる力を十分に発揮し合い、困難を乗
り越え、未来を切り拓いていくという強い意志を示しています。

本市では、昭和58年の206,260人をピークに人口
減少が続いている。
新型コロナウイルス感染症の影響により、東京
一極集中に変化の兆しが見られるものの、抜本
的な改善には至っていない。
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「しごと」や「住まい」
「子育て支援」
「ひと」と「しごと」、「まちの魅力」
「移住促進」

※ 各種施策を推進していく

02 対策

背景
令和13年の人口を 15万人 と想定
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3 現在の「基本構想」の概要③

(4)  施策体系（６大綱、40施策）
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4 現在の「前期基本計画」の概要①

(1)  計画の構成

【例】大綱１ 福祉・医療 健やかに生き生きと暮らせるまち

施 策 取 組
主な事業

（登載事業数）

１ 子ども福祉
（出会いから
結婚、妊娠、出産、子育てまでの
切れ目のない支援）

① 子どもたちの健やかな誕生と成長を支える環境づくり 27事業

② 全ての家庭が安心して子育てできる環境づくり 18事業

③ 出会いの機会創出と結婚応援 ３事業

２ 高齢者福祉

（明るく活力ある長寿社会の構築）

① 地域包括ケアシステムの更なる推進 ４事業

② 予防と共生の推進による認知症施策の充実 ６事業

③ ニーズに応じた介護サービス等の充実と施設整備の推進 17事業

④ 高齢者の介護予防と社会参加の推進 15事業

３ 障害者福祉
（尊重し合い、
共に生きる社会の実現）

① 多様化するニーズに応じた障害福祉サービス等の充実 12事業

②
共生社会の実現に向けた理解の啓発と
障害者の社会参加の促進

４事業

４ 地域福祉・地域共生

（地域全体で支え合う福祉の推進）

① 包括的な支援体制の構築 ４事業

② 格差是正に向けた支援 ４事業

５ 地域医療体制など

（市民の健康と

暮らしの安心を支える

医療の充実）

① 市民の健康と暮らしの安心を守る地域医療体制の充実 18事業

② 安心して子どもを産み育てられる周産期医療体制の充実 ７事業

③
安定的な国民健康保険制度の運営と
医療福祉費支給制度の充実

３事業

６ 健康づくり

（人生100年時代を見据えた
健康づくり）

① 生涯を通じた健康づくりの推進 14事業

②
健康寿命の延伸に向けた生活習慣病予防と
重症化予防の推進

11事業

⚫ 「子ども福祉」に関する成果指標（市民ニーズ調査から）

【数値目標】

⚫ 施策に関する目標指標

結婚したい男女の出会いを応援し、全ての
家庭がその希望に応じて子どもを産み育てや
すく、そして全ての子どもが健やかに育つこ
とができる環境の更なる充実を図るため、出
会いから結婚、妊娠、出産、子育てといった
各ライフステージに応じた支援を推進します。

【基本方針】

➢ 各施策には、それぞれ
「基本方針」と「数値目標」を設定しています。

6



4 現在の「前期基本計画」の概要②

前期基本計画においては、「大綱・施策」による縦割りのアプローチでは解決が難しい課題について、
全庁を挙げて分野横断的に解決すべき取組として「ひたち成長戦略プラン」に位置付け、施策・事業を戦略的
に推進しています。

(2)  重点プロジェクト（４項目、223事業）

ひたち成長戦略プラン
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5 策定体制

諮問 答申

承認

報告

協議

庁議

報告付託

・市民ニーズ調査
・市民団体等意向調査
・パブリックコメント

日立市総合計画

後期基本計画

策定推進本部

【庁内検討組織】

日立市総合計画

後期基本計画

策定委員会

【 諮問機関 】

日立市総合計画

後期基本計画

策定委員会

【 諮問機関 】

事務局

市議会

日立市基本計画
特別委員会

市長公室総合政策課

市 長

作業部会

（各課所長・政策監等）
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6 総合計画後期基本計画策定委員会の設置

(2) 構成

市長からの諮問を受け、計画策定に必要な審議を行い、その結果を答申する。

(1) 所掌

学識経験者、各種団体及び産官学金労言士(師)、市民委員等28名で構成

区分 人数 団体名

学識経験者 ２ 茨城キリスト教大学、茨城大学

福祉・医療 ３ 市医師会、日立保健所、市高齢者政策推進会議

教育・文化 ３ 市学校長会、市私立幼稚園連合会、市文化協会

産業 ４ 商工会議所、市観光物産協会、常陸農協、市水産振興協議会

都市基盤 １ 茨城交通

生活環境 ２ 環境を創る日立市民会議、日立地区交通安全母の会連合会

協働・行政経営 ７ 市コミュニティ推進協議会、日立製作所、JX金属、東京ガス、
市勤労者協議会、日立青年会議所、男女共同参画社会ひたちを実現する会

市民委員等 ３ 働く女性、学生

（新）区分選出 3 茨城県県北振興局、商工会議所（金融財務業部会）、茨城新聞社
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7 市民意向調査

(3)  調査全体のフロー

市民意向調査は、後期基本計画の策定に
当たり、市民の意識・地域の実情・各分
野の課題等を把握し、以下の各段階に活
用するために実施する。

(1)  市民意向調査の位置付け

● 骨子案の作成

● 主要課題の整理

● 重点プロジェクトの検討

● 実施事業の組立て

● 成果指標の設定

アンケート

(広く把握)

(2)  基本的な考え方

市民意向調査は、次の２つの役割を組み
合わせて計画全体の基礎資料とする。

● 広域把握

市全体の傾向を定量的・広く把握

→アンケート調査

● 深堀り把握

特定の世代・地域・属性ごとの事情を

定性的に深く把握

→グループインタビュー

グループ

インタビュー

(深く把握)

分析・整理・

統合

計画策定

（骨子案・

重点施策）

成果指標

(KPI)設定・

進捗管理

・市民3,000人
・市報・HP調査
・団体
・ファンクラブ

市民満足度・
重要度データ
をKPIに設定
し進捗管理

・骨子案の作成
・主要課題整理
・重点プロジェクト
事業化

調査結果と
人口動態分析
等を合わせて
検討・整理

・コミュニティ
23単会

・子育て世代
・若者世代

後期基本計画の
基礎資料
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後期基本計画策定スケジュール（案）

月 計画策定 各種会議

４月

５月

６月

７月

８月

９月

月 計画策定 各種会議

10
月

11
月

12
月

１月

２月

３月

5/13 推進本部①①
5/14 策定委員会①
5/22 特別委員会②

計画大枠検討
・全体構成
・掲載項目

下旬推進本部②
策定委員会②
特別委員会③

市民意向調査
・アンケート
・ グ ル ー プ イ ン タ
ビュー
・市民ニーズ調査

• 5年後に目指す姿の
作成

• 「取組名」「取組
内容」の作成

• 計画に登載する事
業抽出

• 「成果指標」「目
標指標」の検討

骨子案の作成

中旬推進本部③
策定委員会③
特別委員会④

素案の作成

中旬推進本部④
策定委員会④
特別委員会
⑤～⑦(集中審議）

中旬推進本部⑤
策定委員会⑤
特別委員会⑧

パブリックコメント

計画案の作成

中旬推進本部⑥
策定委員会⑥
特別委員会⑨

下旬 策定委員会⑦
（答申）

上旬全員協議会

集中審議反映
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